
災害から地域を守る消防団 特集

■
消
防
団
と
は

　
消
防
団
は
、
火
災
や
大
規
模
災
害

発
生
時
に
自
宅
や
職
場
か
ら
現
場

へ
駆
け
つ
け
、
そ
の
地
域
で
の
経
験

を
生
か
し
た
消
火
・
救
助
活
動
を

行
う
非
常
勤
特
別
職
の
地
方
公
務

員
で
す
。

　
そ
の
歴
史
は
古
く
、
江
戸
時
代
に

は
全
身
と
な
る
火
消
組
織
が
存
在

し
て
い
ま
し
た
。時
代
と
と
も
に
、

名
称
な
ど
を
変
え
な
が
ら
、
現
在
へ

と
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

■
活
動
内
容

　
消
防
組
織
の
一
翼
を
担
う
消
防

団
の
活
動
は
、
災
害
現
場
で
の
消
火

活
動
を
は
じ
め
、
避
難
誘
導
、
各
家

庭
の
防
火
指
導
、
巡
回
広
報
な
ど
、

多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。団
員
が
そ
れ

ぞ
れ
の
仕
事
に
就
き
な
が
ら
、
消
防

団
と
し
て
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

■
防
災
対
策
の「
３
助
」

　
防
災
対
策
に
は
「
自
助
」「
共
助
」

「
公
助
」の
３
つ
が
あ
り
ま
す
。

自
助
＝
自
分
で
自
分
を
助
け
る
こ

　
　
　
と

共
助
＝
家
族
や
企
業
、地
域
の
コ

　
　
　
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
共
に
助
け

　
　
　
合
う
こ
と

公
助
＝
行
政
に
よ
る
救
助
・
支
援

　
災
害
時
に
は
、
こ
の
３
つ
の
連
携

が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

■
団
員
数

　
飛
騨
市
消
防
団
に
は
、
消
防
団
員

と
災
害
支
援
団
員
が
所
属
し
て
い

ま
す
。

　
災
害
支
援
団
員
は
主
に
、
災
害
出

動
時
に
限
り
活
動
す
る
も
の
で
、
一

度
退
職
さ
れ
た
消
防
職
員
や
消
防

団
員
Ｏ
Ｂ
が
加
入
し
て
い
ま
す
。社

会
情
勢
の
変
化
に
伴
い
、
災
害
対
応

力
が
手
薄
な
平
日
昼
間
の
消
防
力

を
補
う
た
め
に
、
も
う
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
平
成
28
年
４
月
１
日
現
在
、
飛
騨

市
消
防
団
に
は
８
４
７
人
が
所
属

し
て
い
ま
す
。そ
の
内
訳
は
、
消
防

団
員
が
７
１
２
人
、
災
害
支
援
団
員

は
１
３
５
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
団
員
に
な
る
に
は

　
飛
騨
市
消
防
団
員
に
な
る
た
め

の
条
件
は
３
つ
あ
り
ま
す
。

①
市
内
に
居
住
し
、
ま
た
は
勤
務
し

て
い
る
こ
と

②
18
歳
以
上
で
あ
る
こ
と

③
心
身
と
も
に
健
康
で
あ
る
こ
と

こ
の
３
つ
を
満
た
す
方
は
、
男
女
問

わ
ず
、
ど
な
た
で
も
入
団
で
き
ま

す
。

■
地
域
防
災
の
核「
消
防
団
」

　
自
治
体
に
よ
る「
公
助
」と
、
住
民

の「
自
助
」の
間
に
、
地
域
の「
共
助
」

が
あ
り
、
消
防
団
は
共
助
の
要
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
、「
自
分
た
ち
の

地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う

強
い
使
命
感
と
郷
土
愛
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
精
神
で
日
々
の
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

■
飛
騨
市
消
防
団
の
組
織

　
飛
騨
市
消
防
団
は
古
川
、
河
合
、

宮
川
、
神
岡
の
４
方
面
隊
か
ら
構
成

さ
れ
、
そ
の
方
面
隊
ご
と
に
分
団
が

組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
分
団
は
、
女
性
の
み
で
構
成
さ
れ

る
女
性
分
団
や
消
防
ポ
ン
プ
自
動

車
を
操
作
す
る
自
動
車
分
団
な
ど
、

地
域
や
機
能
に
応
じ
て
組
織
さ
れ

て
い
ま
す
。（
３
頁
の
図
参
照
）

災害から地域を守る消防団
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■
消
防
団
の
現
状

　
飛
騨
市
消
防
団
の
定
員
は
９
３

０
人
で
、
平
成
28
年
４
月
１
日
の
団

員
数
は
８
４
７
人
、
充
足
率
は
90
％

と
不
足
し
て
い
ま
す
。ま
た
、
人
口

減
少
が
著
し
い
地
域
で
は
、
団
員
数

も
減
り
、
消
防
力
の
低
下
が
懸
念
さ

れ
て
い
ま
す
。

■
今
後
の
方
向
性
と
対
応
策

　
地
域
防
災
の
要
で
あ
る
消
防
団

を
次
の
世
代
に
つ
な
げ
て
い
く
た

め
に
も
、
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

①
啓
発
活
動

　
広
報
誌
な
ど
を
通
し
て
、
消
防
団

活
動
の
重
要
性
を
広
く
市
民
に
啓

発
し
、
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、

新
入
団
員
を
募
集
し
ま
す
。ま
た
、

飛
騨
市
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示

制
度
を
導
入
し
、
事
業
所
等
に
対
し

て
も
、理
解
を
深
め
ま
す
。

②
車
両
・
設
備
の
更
新

　
計
画
に
基
づ
き
、
消
防
車
両
及
び

小
型
ポ
ン
プ
の
更
新
を
進
め
、
地
域

防
災
力
の
維
持
・
向
上
を
図
り
ま

す
。

③
組
織
の
統
廃
合

　
人
口
減
少
等
に
よ
る
組
織
の
見

直
し
・
統
廃
合
を
検
討
し
、
消
防
力

の
低
下
を
防
ぎ
ま
す
。

■
操
法
大
会
で
腕
を
磨
く

　
市
内
の
消
防
団
組
織
で
は
、
日
頃

の
訓
練
の
成
果
を
競
い
合
い
、
消
防

団
活
動
へ
の
意
識
を
高
め
よ
う
と
、

「
飛
騨
市
消
防
操
法
大
会
」
が
６
月

12
日
に
、
古
川
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
４
方
面
隊
か
ら
30

チ
ー
ム
が
参
加
。今
回
は
小
型
ポ
ン

プ
操
法
で
行
わ
れ
、
団
員
が
ホ
ー
ス

を
延
ば
し
、
火
に
見
立
て
た
標
的
に

放
水
す
る
ま
で
の
時
間
や
正
確
性
、

規
律
性
な
ど
を
競
い
、
腕
を
磨
き
ま

し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
河
合
方
面
隊
第
３

分
団
が
優
勝
し
、
８
月
７
日
に
多
治

見
市
で
開
催
さ
れ
る
第
65
回
岐
阜

県
消
防
操
法
大
会
に
飛
騨
市
消
防

協
会
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

　
そ
の
他
の
結
果
は
次
の
通
り
で

す
。

準
優
勝

古
川
方
面
隊
第
４
分
団
第
２
部

３
位

古
川
方
面
隊
第
１
分
団
第
１
部

優
秀
選
手
賞

指
揮
者
：
鈴
木
宏
邦（
河
合
）

１
番
員
：
小
枝
泰
浩（
古
川
）

２
番
員
：
谷
口
稔
也（
宮
川
）

３
番
員
：
水
川
洋
介（
河
合
）

■飛騨市の防災体制
　消防本部と消防団の大まかな組織図です。それぞれ
が地域や機能に応じて、組織されています。

優勝　河合方面隊第３分団
　　指揮者　水川耕介
　　１番員　池田健吾
　　２番員　長尾隆司
　　３番員　水川洋介
　　補助員　永田駿員

３ 2016年８月号

題
ろいろい

話のちま
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ジオ・スペース・アドベンチャー開催
７月16日（土）～17日（日）　神岡鉱山

地下1000㍍の世界を体験

　神岡町の神岡鉱山やスーパーカミオカンデなどを見学する
「ＧＳＡ（ジオ・スペース・アドベンチャー）」が７月16日、17
日の２日間開催され、２日間で全国から約 800 人が参加し
ました。
　参加者はひんやりとした坑内で、神岡鉱山の歴史を学んだ
り、岩盤を砕く大型機械の見学などを行いました。
　また、ニュートリノ観測装置「スーパーカミオカンデ」の見学
も行われ、参加者は最先端の宇宙物理学を学びました。

ユースエール認定で青少年の雇用促進
７月12日（火）　市長室

(株)ユアソフトが県内２社目に認定

認定証を持つ楢木部長（左）と都竹市長

自分の意見を述べる生徒 坑内で大型機械の説明を受ける参加者

吉城高校　現代フォーラム
７月21日（木）　吉城高校

原子力発電の賛否を討論

　吉城高校は７月21日、同校で社会の課題を取り上げて議
論する「第25回現代フォーラム」を行いました。
　今回は「原子力発電のこれから～存続すべきか廃止すべき
か～」をテーマに、２～３年生の男女生徒６人がパネリストと
なり、「日本は地震の多い国なので、原発の危険性は他国より
も高い」「再生可能エネルギーがさらに進歩するまでは、原発
の力を借りないといけないのでは」など賛成・反対の意見を
出し合いました。
　また、フォーラムでは、富山大学理工学研究の教授による
講演も行われました。

大勢の観客の中、行われたロボットプロレス

リングで熱戦を繰り広げる
７月17日（日）　船津座

ロボットプロレス「できんのか！」

　二足歩行ロボットで行われるロボットプロレス「できんの
か！」が７月17日、神岡町の地域交流センター船津座で行わ
れました。
　ロボットプロレスは、2008 年に埼玉県草加市で始まり、
27 回目を迎える今回は地元の飛騨神岡高校ロボット部も参
加しました。
　大会には計９体のロボットが登場。集まった約 250 人はリ
ング上のロボットによるパフォーマンスを楽しみました。

　（株）ユアソフト（神岡町東雲）は、「ユースエール認定」に
認定されたことを受け、７月12日に市長に報告しました。
　同認定は、若者雇用促進法に基づく認定制度で平成27年
10月からスタートしています。育児休暇や有給休暇の取得率
等が認定基準となり、同社は県内で２社目、全国では37社目
に認定されました。
　報告に訪れた同社の楢木仁管理部長は「取り組みが形と
なって現れた。これからも継続したい」と語りました。
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災害から地域を守る消防団

　
災
害
は
、
尊
い
命
や
財
産
を
一

瞬
に
し
て
私
た
ち
か
ら
奪
い
取
り

ま
す
。

　
今
年
４
月
に
は
、
熊
本
県
熊
本

地
方
を
中
心
に
最
大
震
度
７
を
記

録
す
る
大
規
模
な
地
震
が
発
生

し
、
多
く
の
建
物
が
崩
壊
す
る
と

と
も
に
、
多
く
の
方
が
負
傷
さ
れ

ま
し
た
。

　
飛
騨
市
に
お
い
て
も
、
跡
津
川

断
層
に
よ
る
最
大
震
度
７
の
地
震

の
発
生
が
予
想
さ
れ
て
お
り
、
万

一
の
地
震
の
発
生
に
備
え
て
、
各

家
庭
や
地
域
で
防
災
会
議
を
開
い

て
み
ま
し
ょ
う
。

●
集
合
場
所

避
難
場
所
を
確
認
し
ま
し
ょ

う
。ま
た
、
子
ど
も
を
迎
え
に
行

く
役
割
な
ど
も
決
め
ま
し
ょ

う
。

●
避
難
経
路

自
宅
か
ら
避
難
場
所
に
向
か
う

経
路
を
地
図
で
確
認
し
、
休
日

に
実
際
に
歩
い
て
み
ま
し
ょ

う
。

●
連
絡
方
法

災
害
時
に
は
電
話
が
つ
な
が
り

に
く
い
の
で
、「
災
害
伝
言
ダ
イ

ヤ
ル
」
な
ど
複
数
の
連
絡
方
法

を
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
災
害
で
大
き
な
被
害
を
受
け
や

す
い
の
は
、
障
が
い
の
あ
る
方
や

高
齢
の
方
な
ど
の
「
要
配
慮
者
」
で

す
。

　
突
然
の
災
害
の
場
合
に
備
え
て

地
域
ぐ
る
み
で
助
け
合
い
ま
し
ょ

う
。

●
日
々
の
交
流

ま
ず
は
、
あ
い
さ
つ
な
ど
か
ら

地
域
の
人
た
ち
と
の
交
流
を
深

め
て
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
意

思
疎
通
な
ど
が
し
や
す
い
関
係

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

●
防
災
訓
練
参
加

地
域
の
自
主
防
災
組
織
の
防
災

訓
練
に
積
極
的
に
参
加
し
て
、

災
害
時
の
サ
ポ
ー
ト
方
法
な
ど

を
一
緒
に
学
び
ま
し
ょ
う
。

●
避
難
体
制

障
が
い
の
あ
る
方
が
、
災
害
時

に
ひ
と
り
で
避
難
す
る
の
は
危

険
で
す
。隣
近
所
で
協
力
し
て
、

複
数
で
避
難
す
る
体
制
な
ど
、

地
域
ぐ
る
み
で
助
け
合
え
る
よ

う
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○
訓
練
の
想
定

　
震
度
７
の
大
規
模
地
震
が

発
生
、市
内
各
地
で
家
屋
の
倒

壊
や
火
災
が
発
生

○
訓
練
に
つ
い
て

　
各
区
・
自
治
会（
自
主
防
災

組
織
）に
て
、
そ
れ
ぞ
れ
避
難

訓
練
や
初
期
消
火
訓
練
等
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、地

域
の
訓
練
に
是
非
参
加
く
だ

さ
い
。

○
主
会
場

　友
雪
館

　
メ
イ
ン
会
場
で
は
応
急
手

当
講
習
、
初
期
消
火
訓
練
、
煙

の
中
で
の
避
難
体
験
の
ほ
か
、

木
造
応
急
仮
設
住
宅
の
展
示

を
行
う
予
定
で
す
。メ
イ
ン
会

場
へ
も
是
非
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

　※

当
日
は
、
８
：
35
頃
に
エ
リ
ア

メ
ー
ル
の
送
信
訓
練
も
行
い
ま
す

の
で
、
携
帯
電
話
を
お
使
い
の
方
は

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
エ
リ
ア
メ
ー
ル
と
は
】
自
治
体
が

発
信
す
る
災
害
・
避
難
情
報
な
ど

を
受
信
す
る
こ
と
が
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
で
、
飛
騨
市
エ
リ
ア
内
の
携
帯

電
話
（
ド
コ
モ
・
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
・
ソ
フ

ト
バ
ン
ク
）
に
メ
ー
ル
が
一
斉
配
信

さ
れ
ま
す
。

防
災
会
議
を
開
き
ま
し
ょ
う

地
域
で
助
け
合
い
ま
し
ょ
う

飛
騨
市
防
災
訓
練

９
月
４
日（
日
）

　
　8
時
30
分
〜
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窓の籍戸
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－非常時に備えたいアイテム－

５ 2016年８月号

災害から地域を守る消防団

　
緊
急
地
震
速
報
は
、
地
震
の
発

生
直
後
に
震
源
近
く
で
初
期
微
動

を
キ
ャ
ッ
チ
し
、
強
い
揺
れ
が
到

達
す
る
直
前
に
知
ら
せ
る
情
報
で

す
。

　
最
大
震
度
５
弱
以
上
が
推
定
さ

れ
る
場
合
に
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、

市
内
の
同
報
無
線
な
ど
を
通
じ
て

知
ら
せ
ま
す
。緊
急
地
震
速
報
か

ら
揺
れ
が
来
る
ま
で
の
時
間
は
、

わ
ず
か
数
秒
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

身
の
安
全
を
守
る
こ
と
を
最
優
先

に
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

●
ま
ず
は
身
の
安
全
確
保

丈
夫
な
机
の
下
や
、「
物
が
落
ち

て
こ
な
い
」「
倒
れ
て
こ
な
い
」

「
移
動
し
て
こ
な
い
」
場
所
で
、

揺
れ
が
お
さ
ま
る
ま
で
様
子
を

見
ま
し
ょ
う
。

●
火
元
の
確
認
と
初
期
消
火

火
を
使
っ
て
い
る
と
き
は
、
揺

れ
が
お
さ
ま
っ
て
か
ら
落
ち
着

い
て
火
の
始
末
を
し
ま
し
ょ

う
。

●
出
口
の
確
保

揺
れ
が
お
さ
ま
っ
た
こ
と
を
確

認
し
、
ド
ア
や
窓
を
開
け
て
避

難
で
き
る
よ
う
出
口
を
確
保
し

ま
し
ょ
う
。

●
落
ち
着
い
て
行
動

建
物
の
中
で
は
、
倒
れ
た
家
具

や
割
れ
た
ガ
ラ
ス
な
ど
の
破
片

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
危
な
い
場
所
へ
近
寄
ら
な
い

屋
外
で
大
き
な
揺
れ
を
感
じ
た

ら
、
倒
れ
る
危
険
性
の
あ
る
ブ

ロ
ッ
ク
塀
、
電
柱
、
自
動
販
売

機
、
橋
な
ど
に
近
寄
ら
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
状
況
に
応
じ
て
避
難

家
屋
の
倒
壊
の
恐
れ
や
、
大
き

な
火
災
が
発
生
し
た
と
き
は
、

避
難
所
へ
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

家
族
に
子
ど
も
、
高
齢
者
、
障
が

い
の
あ
る
方
の
い
る
場
合
は
、

早
め
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

●
正
し
い
情
報
を
集
め
ま
し
ょ
う

ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
、
行
政
、
消

防
、
警
察
な
ど
信
頼
の
で
き
る

と
こ
ろ
か
ら
の
情
報
を
集
め
、

デ
マ
な
ど
に
惑
わ
さ
れ
な
い
よ

う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

緊
急
地
震
速
報

地
震
後
の
行
動

地
震
発
生
後
の
行
動

地
震
直
後
の
行
動

備　蓄　品
●大規模な地震が起こると、電気・ガス・水道などのライフラインの被害により物資供給の停滞が想定されます。災害発
生も自宅にとどまって当面生活することが想定されるため、日頃から自宅で生活する上で必要な物を備えておくことが重
要です。

□レトルト食品（ごはん・おかずなど）・アルファ米
□インスタントラーメン・カップみそ汁
□カセットコンロ
□紙皿・紙コップ・割り箸
□水のいらないシャンプー
□工具セット

□飲料水
□給水用ポリタンク

□簡易トイレ
□ロープ
□長靴

□ティッシュペーパー・ウェットティッシュ
□ラップ
□ビニール袋
□ランタン

●避難した際に、当面必要となる最小限の品を納めた袋が非常持ち出し袋です。非常持ち出し袋の中身は、それぞれ自
分にとって必要な物を考え、準備することが重要です。それらをリュックなどに入れ、玄関の近くや寝室、車の中、物置な
どに配置しておけば、家が倒壊しても持ち出すことができます。

□現金
□保険証
□携帯ラジオ
□ライター・マッチ
□救急箱
□生理用品
□栄養補助食品
□下着・靴下

□印鑑
□懐中電灯　　　　 
□ヘルメット・防災ずきん
□携帯用トイレ
□胃腸薬・便秘薬・持病の薬
□缶詰
□飲料水
□携帯用カイロ

□預金通帳
□免許証
□予備の乾電池
□ナイフ
□処方箋の控え
□乾パン
□アメ・チョコレート
□長袖・長ズボン・防寒着・雨具

避難する時に持ち出す「非常持出品」と、災害直後からの終日の間自足するための「備蓄品」を分けて準備しましょう！！


